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長さと速さ・３ 

 

 ある鉄道模型では，列車の一両の長さが１０㎝で，車両をつないで線路の上を走らせることができます。

列車の速さは，１両編成のときは毎秒１２㎝，２両編成のときは毎秒６㎝，３両編成のときは毎秒４㎝，…

というように，車両の数が増えるにつれて遅くなっていき，□両編成で秒速○㎝のときに□×○＝１２にな

ります。この模型について，以下の問いに答えなさい。ただし，車両と車両の連結部分の長さは考えません。 

 

（１）列車ＡとＢが向かいあって走っているとき，すれ違い始めてからすれ違い終わるまでに１０秒かかり

ました。また，同じ方向に進んでいるとき，列車Ａの先頭部分が列車Ｂの最後尾に追いついてから完全

に追いこすまでに２０秒かかりました。列車Ａは何両編成ですか。 

 

（２）□両編成の列車Ａと△両編成の列車Ｂが同じ方向に進んでいるとき，列車Ａの先頭部分が列車Ｂの最

後尾に追いついてから完全に追いこすまでに５０秒かかりました。 

 ① （□＋△）：（
１

□
－

１

△
）を，最も簡単な整数の比で答えなさい。 

 

 ② 列車ＡとＢは何両編成ですか。考えられる組み合わせを，（１，２），（３，４）のようにすべて答え

なさい。 
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長さと速さ・３ （１）２両編成 （２）①６０：１ ②（３，５），（３，１２） 

 

（１）列車ＡとＢがすれ違うときと追いこすときにかかる時間の比は１０：２０＝１：２，列車ＡとＢの 

（速さの和）：（速さの差）＝２：１です。よって，列車ＡとＢの速さの比は， 

（２＋１）÷２：（２－１）÷２＝３：１です。列車の速さと車両数は反比例するので，ＡとＢの車両

数の比は１：３です。列車Ａを□両編成とすると，Ｂは（□×３）両編成なので，列車Ａの速さは 

毎秒
１２

□
㎝，列車Ｂの速さは

１２

□×３
＝

４

□
より，毎秒

４

□
㎝です。列車ＡとＢが１０秒ですれ違うというこ

とから，（□＋□×３）×１０＝（
１２

□
＋

４

□
）×１０より，□×４＝

１６

□
，□＝

４

□
，となるので， 

□×□＝４より，□＝２ですから，列車Ａは２両編成です。 

 

 

（２） 

 ① 列車Ａを□両編成，Ｂを△両編成とすると，５０秒で列車ＡがＢを追いこすので， 

（□＋△）×１０＝（
１２

□
－

１２

△
）×５０です。（□＋△）×１０＝（

１

□
－

１

△
）×６００， 

□＋△＝（
１

□
－

１

△
）×６０となるので， （□＋△）：（

１

□
－

１

△
）＝６０：１です。 
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 ② □＋△＝（
１

□
－

１

△
）×６０より，□＋△＝

６０

□
－

６０

△
，

６０

□
－□＝

６０

△
＋△です。この式から， 

６０

□
は□よりも大きいといえるので，７×７＝４９，８×８＝６４であることから，□は７以下です。

また，列車Ｂは列車Ａより遅いので，車両数は列車Ａより多くなります。 

□＝７のとき，
６０

７
－７＝

１１

７
＝

６０

△
＋△となりますが，△は８以上なので，式を満たす△はあり

ません。 

□＝６のとき，
６０

６
－６＝４＝

６０

△
＋△となりますが，△は７以上なので，式を満たす△はありま

せん。 

□＝５のとき，
６０

５
－５＝７＝

６０

△
＋△となります。６以上で式を満たす可能性がある△は６です

が，
６０

６
＋６＝１６なので，式を満たすことはできません。 

□＝４のとき，
６０

４
－４＝１１＝

６０

△
＋△となります。５以上で式を満たす可能性がある△は 

５～１０のうちで６０の約数である５，６，１０ですが，
６０

５
＋５＝１７，

６０

６
＋６＝１６，

６０

１０
＋

１０＝１６なので，式を満たすことはできません。 

□＝３のとき，
６０

３
－３＝１７＝

６０

△
＋△となります。４以上で式を満たす可能性がある△は 

４～１６のうちで６０の約数である４，５，６，１０，１２，１５です。
６０

４
＋４＝１９， 

６０

５
＋５＝１７，

６０

６
＋６＝１６，

６０

１０
＋１０＝１６，

６０

１２
＋１２＝１７，

６０

１５
＋１５＝１９なので，

式を満たす△は５と１２です。よって，（３，５），（３，１２）です。 

□＝２のとき，
６０

２
－２＝２８＝

６０

△
＋△となります。３以上で式を満たす可能性がある△は 

３～２７のうちで６０の約数である３，４，５，６，１０，１２，１５，２０です。
６０

３
＋３＝２３，

６０

２０
＋２０＝２３であり，△＝４，５，６，１０，１２，１５のときも，

６０

△
＋△は２８にならなか

ったので，式を満たすことはできません。以上より，（３，５），（３，１２）です。 
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